


テ 一 夕統 合 環境

Open Enterprise Magazine Mar 2007 25 



急成長するXMLデータベース市
柔軟なデータ構造が企業の課題を吸収

XMLデータペースが普及を加速しそうな兆しを見せ始めている。これまでデータの検索・抽出といった
データペース管理システム(DBMS)の基本要件でパフォーマンスの低さが指摘されてきたが、技術の
進展と製品の成熟、プラットフォームの性能向上によって克服されつつある。この数年で企業内に急
増した非構造化データに対する管理ニーズの高まりが、XMLデータペースの需要を押し上げている。
連携ツールの登場により、XMLデータベース自体の適用領域が、従来の電子商取引におけるデータ
交換から、社内情報資産の効率管理 ・ 活用や社内外システムとのデータ連携へと拡大し始めた。

情報系のデー タベース

これまで企業は、サー パ統合やアプ

リケ ーション統合、仮想化技術など利
用してITシステムのインフラを簡素化

し、複雑性を低減させてきた。これらの

システムは、 ほとんどがWebアプリケー

ションを中心に利用される情報系のプラ

ットフォ ームで、処理枇が増加するにつ

れ、比較的安価なサー バを増設するス

ケ ー ルアウトの手法によって、処理性能

が向上されてきた。

このため、管理の必要なサーパが増

加し続け、運用・管理に費やす手間と
コストが増大していた。また、各部門ご

とに設置されるファイル・サーパなどもシ

ステム環境を複雑化する要因の1つに

なっており、 これらをシンプルな環境に

統合できれば、 それだけで運用・管理

コストは低減できた。

これに対して、企業の人事 ・ 給与や

財務・管理などの業務アプリケ ーション

で利用されるプラットフォ ームには、高い

拡張性と可用性、信頼性を備えた基幹

系サー バと呼ばれる大型のサーバが甜
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入され、ERP (経営資源管理）やSCM

（サプライ ・ チェ ーン管理）、 CRM (顧

客関係管理）といった業務パッケー ジと

リレーショナル ・ データベ ー スによって、

日々の定型業務を処理していた。

基幹系システムの領域では、性能と

ともに可用性と安定性が重視され、 い
ったん稼働し始めると、新しく登場した

技術をすぐに祁入したり、構成要素の

変更やシステム改変が行なわれること

はほとんどない。こうした形態は、製造

業や流通業、金融業などの分野で一

般的だが、コンテンツ／情報提供サー

ビスやインター ネット接続サ ー ビスを中

核事業としている業態では、情報系シ

ステムがそのまま基幹系システムになる

ケ ースもある。

新製品や新サー ビスの市場投入な

どで営業成績や販売売上、顧客数が

増減することはあっても、従業員の数や

管理部門の業務飛が大きく増減するこ

とはないため、基幹系システムで利用

されるデータベ ー ス管理システムには、

構造化されたトランザクション処理データ

（定型データ）を 、 いかに高速に格納・

検索・抽出できるかが求められてきた。

現在のリレ ーショナル ・ データベースは、

柔軟な拡張性やデータ構造を備えつつ

あるが、その基本は定型データを高速・

適切で安定して管理できるかにある。

その一 方で、情報系システムのデー

タペ ー スには、高い柔軟性が求められ
る。 極論すれば、 リレ ーショナル ・ デー

タベースで処理しないデータ、処理でき

ないデータすべてに対応する必要があ

る。 情報系システムでは、デー タベー ス

にも、アプリケ ーションとプラットフォ ーム

と同様の変化への対応力と高度な柔

軟性が求められるが、これがXMLデー

タベ ー スの需要を喚起する要因の1つ

になっている。

非構造化デー タヘの対応

現在企業では、遣子メ ー ルや画像

データ、音声データ、ワ ープロ文書、表

計算シート、営業汽料などの非構造化

（非定型）データが急増しており、デス

クトップPCのハ ー ドディスクや部門のフ

ァイル ・ サー パに格納され、個人や部門






















